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運用報告書（全体版） 

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ 
ファンド２０６５ 

<愛称>ハッピーボヤージュ２０６５ 

第１期（決算日 2022年11月２日） 
 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 無制限 

運 用 方 針 

①国内外の株式や債券へ分散投資を行うことにより、リス
クを軽減しつつ信託財産の着実な成長と安定した収益の
確保を目指して運用を行います。 

②当初設定時は原則として基準資産配分比率に基づきポー
トフォリオを構築します。 

③安定運用開始時期に向けて株式への投資割合を漸減し、
債券の投資割合を漸増し、原則として、安定運用期間の基
準資産配分比率に基づきポートフォリオを構築し、リス
クを低減する運用を行います。 

④安定運用開始時期以降は、原則として最大許容損失（フロ
ア）を設定し、下落リスクを低減しつつ、安定した収益の
確保を目指します。 

主 要 投 資 
対 象 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ 
ターゲットイヤー・ 
フ ァ ン ド 2 0 6 5 

下記に記載のマザーファンド受益証
券およびエマージング株式またはエ
マージング株式を主要投資対象とす
る証券投資信託 

損保ジャパン日本債券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本の公社債 

ＳＪＡＭラージキャップ・ 
バリュー・マザーファンド 

わが国の株式 
ＳＪＡＭスモールキャップ・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 
損保ジャパン外国債券 
（為替ヘッジなし） 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本を除く世界各国の公社債 

ＳＯＭＰＯ外国株式 
アクティブバリュー 
（リスク抑制型） 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本を除く世界各国の株式 

ＳＮＡＭ コルチェスター・ 
エ マ ー ジ ン グ 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

新興国の公社債 

主 な 
組 入 制 限 

Ｓ Ｏ Ｍ Ｐ Ｏ 
ターゲットイヤー・ 
フ ァ ン ド 2 0 6 5 

株式への実質投資割合には制限を設
けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制
限を設けません。 

損保ジャパン日本債券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式（新株引受権証券および新株予約
権証券を含みます。）への投資割合は、
信託財産の純資産総額の５％以内と
します。 

ＳＪＡＭラージキャップ・ 
バリュー・マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。 
新株引受権証券および新株予約権証
券への投資割合は、信託財産の純資産
総額の10％以内とします。 

ＳＪＡＭスモールキャップ・ 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

損保ジャパン外国債券 
（為替ヘッジなし） 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

外貨建資産への投資割合には制限を
設けません。 

ＳＯＭＰＯ外国株式 
アクティブバリュー 
（リスク抑制型） 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には制限を設けま
せん。 
外貨建資産への投資割合には制限を
設けません。 

ＳＮＡＭ コルチェスター・ 
エ マ ー ジ ン グ 債 券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式（新株引受権証券および新株予約
権証券を含みます。）への投資割合は、
信託財産の純資産総額の10％以下と
します。 
外貨建資産への投資割合には制限を
設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行います。 
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利子、

配当収入と売買益（評価損益を含みます。）等の全額とし
ます。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準等を勘案して決
定します。ただし、必ず分配を行うものではありません。 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド

２０６５」は、このたび第１期の決算を行いましたの

で、運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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－ 1 － 

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５ 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2022年３月18日 10,000 － － － － － 5 

１期(2022年11月２日) 10,610 0 6.1 68.2 9.7 18.2 48 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 株式組入比率、債券組入比率及び投資信託証券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入

比率。 

（注４） 当ファンドは、各マザーファンドでベンチマークを設定し比較しているため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 

2022年３月18日 10,000 － － － － 

３月末 10,363 3.6 68.2 9.8 18.8 

４月末 10,281 2.8 67.7 9.8 19.0 

５月末 10,270 2.7 68.4 9.5 18.9 

６月末 10,406 4.1 68.0 9.7 18.8 

７月末 10,490 4.9 69.9 9.8 17.8 

８月末 10,568 5.7 69.1 9.7 18.5 

９月末 10,161 1.6 69.0 9.9 18.4 

10月末 10,635 6.4 68.6 9.6 18.4 

(期  末)      

2022年11月２日 10,610 6.1 68.2 9.7 18.2 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比。 

（注２） 株式組入比率、債券組入比率及び投資信託証券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入

比率。 

（注３） 当ファンドは、各マザーファンドでベンチマークを設定し比較しているため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりません。 

 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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設定日
2022.3.18

第１期末
2022.11.2

純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計０円

設定日 第１期末騰落率

6.1％ 10,610円10,000円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額の推移は、設定時の基準価額（10,000円）をもとに委託会社にて指数化したものを使用しており
ます。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

● 当ファンドは、各マザーファンドでベンチマークを設定し比較しているため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりませ
ん。

1 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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基準価額の主な変動要因

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

当期間、「ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド」の基準価額
が上昇したことを主因に、当ファンドの基準価額は上昇しました。外国株式の上昇が主な値上がり要
因となりました。

損保ジャパン日本債券マザーファンド

騰落率は－2.5％となりました。
国内債券の利回りが上昇（価格は下落）したことから、基準価額は下落しました。

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド

騰落率は＋8.3％となりました。
当ファンドの騰落率はベンチマークを上回り、同期間の国内株式市場も上昇したことから、当ファ

ンドの基準価額も上昇しました。

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド

騰落率は＋9.0％となりました。
当ファンドの騰落率はベンチマークを上回り、同期間の国内株式市場も上昇したことから、当ファ

ンドの基準価額も上昇しました。

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド

騰落率は＋5.3％となりました。
米国債券や欧州債券などの利回りは上昇しましたが、円に対して米ドルやユーロなどの主要国通
貨が上昇したことから、基準価額は上昇しました。

2ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド

騰落率は＋12.0％となりました。
当ファンドの騰落率はベンチマークを上回り、同期間の外国株式市場が上昇したことから、当ファ

ンドの基準価額は上昇しました。

ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド

騰落率は＋14.1％となりました。
世界的に政策金利が引き上げられる傾向が一段と鮮明となる中、新興国でも利上げが行われたこ

となどから債券利回りは総じて上昇し、債券価格は下落しました。また、世界景気の見通し悪化懸念
が浮上し、リスク回避的な市場環境になったことも重石となりました。一方、一部通貨を除き新興国
通貨が対円で上昇したことなどから、当ファンドの基準価額は上昇しました。

● 本報告書では、ベビーファンドとマザーファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド

3 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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投資環境  

１．日本債券市場
当期の日本10年国債利回りは上昇しました。
欧米でインフレ率が急速に上昇したことを受けて欧米の中央銀行が金融政策を引き締め方向に転
換し、日銀についてもこれまでの緩和的金融政策を転換するとの思惑が高まり利回りは上昇しました。
2022年４月以降は、利回りの上昇圧力が高まる中、日銀のイールドカーブ・コントロール政策によ
り、10年国債利回りは0.25％近傍で推移しました。
事業債のスプレッドは、世界的なインフレおよび景気後退懸念から、リスク資産を避ける動きが強

まり、拡大しました。

２．日本株式市場
TOPIXは1.6％の上昇となりました。
期初はFRB（米連邦準備理事会）による積極的な金融引き締めスタンスおよび上海における都市
封鎖の影響による中国景気の減速やサプライチェーンに対する懸念の高まりが下押し圧力となった一
方、円安や日本の水際対策の緩和などを受けて小幅に上昇しました。
その後は世界的な金融引き締めを背景とした景気後退懸念が下押し圧力となった一方、参議院選
挙にて自民党が大勝したことなどを背景とした政治環境の安定が押し上げ要因となり緩やかに上昇し
ました。期末にかけては高いインフレ率の長期化懸念が残る一方、2023年以降のFRBの金融政策
転換期待もあり一進一退の動きとなりました。

３．外国債券市場
当期の米国10年国債利回りは、大幅に上昇しました。
米国ではインフレ高進が続く中、FRBによる金融引き締めが進められたことなどから、米国10年
国債利回りは大幅に上昇しました。

7 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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４．外国為替市場（主要通貨）
当期の米ドル円相場は、大幅な円安米ドル高となりました。
米ドル円相場は、FRBによる金融引き締めが進められた一方、日銀は金融緩和を継続し、日米の
金融政策格差が拡大したことなどから、大幅な円安米ドル高となりました。

５．外国株式市場
当期の外国株式市場は上昇しました。
新型コロナウイルスのワクチン接種と治療薬の普及などを背景に経済活動の再開が世界的に進む
一方、ロシアによるウクライナ侵攻に伴う経済制裁や物流の混乱などで物価高が期を通じて進行し、
各中央銀行は金融緩和から引き締めへと急激に舵を切ったことが懸念され、各国の株価は現地通貨
ベースで下落しました。一方、企業業績は比較的堅調に推移したことに加え、国内では引き続き緩
和的な金融政策が続いたことなどから円安が進行したことを背景として、円建てで株価は上昇しまし
た。

６．エマージング債券市場
当期のエマージング債券市場の利回りは上昇しました。
ウクライナ侵攻を受けた欧米諸国による対ロシア経済制裁により原油などの資源価格が上昇したこ

とや、インフレ懸念から世界的な金融引き締め観測が高まり、多くの新興国で利上げを開始したこと
などから、エマージング債券市場の利回りは上昇しました。

７．外国為替市場（エマージング通貨）
当期のエマージング通貨市場は対円で上昇しました。
米国の金融引き締めを受けたドル高がエマージング通貨の重しとなりましたが、世界的に金融引き
締めが加速する中、日銀が金融緩和を継続し円が下落したことから、対円では上昇しました。

8ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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８．エマージング株式市場
当期のエマージング株式市場は下落しました。
期初は新型コロナウイルスの感染再拡大に伴い、上海を始めとする中国主要都市で都市封鎖が行
われ、株価は下落しました。その後、中国政府による景気刺激策や金融緩和政策により反発する局
面も見られましたが、中国での未完成不動産に対する住宅ローン支払い拒否の動きが本格化し、相
場の重石となりました。
夏場以降は欧米諸国が利上げを進める中で新興国市場からの資金流出懸念が継続したことに加

え、2022年10月に開催された中国共産党大会では台湾への強行姿勢が示されたことや、同大会後
に発表された新体制への不安から、期を通じては、株価は下落しました。

当該投資信託のポートフォリオ

各ファンドのアセットアロケーションについては、当社が決定した基準資産配分比率を、ほぼ維持
する戦略を採りました。

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５実質組入比率

基本アロケーション
（当初設定時）

実質組入比率
（22年11月２日）

国内債券 5.3％ 5.3％

国内株式 35.2％ 35.2％

先進国債券 3.0％ 3.0％

先進国株式 36.6％ 36.0％

新興国債券 1.7％ 1.7％

新興国株式 18.3％ 17.7％

短期資産 0.0％ 1.3％

9 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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損保ジャパン日本債券マザーファンド

期を通して債券の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、98.5％です。
デュレーション・残存期間戦略は、残存年限間の割安・割高に着目した残存期間構成戦略をもと
に、ポジションを機動的に変更しました。
債券種別戦略は、非国債をオーバーウェイトする戦略を継続しましたが、オーバーウェイト幅は縮
小しました。

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド

期を通して株式の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、97.6％です。
当期は、当社独自の株式評価モデルで算出した相対的割安度に基づいたポートフォリオ構築を継
続しました。当期間に行った主な銘柄入れ替えは以下の通りです。
主な購入（ウェイトアップ）銘柄は、日本精工、王子ホールディングス、三井住友トラスト・ホー

ルディングスなどでした。
主な売却（ウェイトダウン）銘柄は、三菱電機、セイコーエプソンなどでした。

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド

期を通して株式の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、97.3％です。
当期は、当社独自の株式評価モデルで算出した相対的割安度に基づいたポートフォリオ構築を継
続しました。当期間に行った主な銘柄入れ替えは以下の通りです。
主な購入（ウェイトアップ）銘柄は、森永乳業、エン・ジャパン、ＵＴグループなどでした。
主な売却（ウェイトダウン）銘柄は、パーク24、Ｈ．Ｕ．グループホールディングス、メイテック

などでした。

10ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド

期を通して債券の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、98.8％です。
国別配分戦略は、ドルやユーロの通貨戦略とユーロ圏の国別配分戦略を中心に、相場動向に合
わせて、ポジションを機動的に変更しました。
デュレーション戦略は、米国と欧州を中心に相場動向に合わせて機動的にポジションを変更しまし
た。
なお、為替ヘッジは行っておりません。

ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド

期を通して株式の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、95.7％です。
ポートフォリオは弊社独自の投資価値分析に基づく相対的割安度の高い銘柄を中心に、ベンチマー

クと比較してリスク水準を抑えたポートフォリオ構築を継続しました。
主な購入（ウェイトアップ）銘柄は、Microsoft（米国・情報技術）やVisa（米国・情報技術）

などでした。
主な売却（ウェイトダウン）銘柄は、American Express（米国・金融）やTelefonica（スペイ

ン・コミュニケーション・サービス）などでした。

ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド

期を通して債券の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、96.0％です。
債券戦略については、インドネシア、コロンビア、ブラジルなどをオーバーウェイトとする一方、中
国、タイ、チェコなどをアンダーウェイトとしました。通貨戦略については、韓国、メキシコ、マレー
シアなどをオーバーウェイトとする一方、タイ、チェコなどをアンダーウェイトとしました。
期中の主なポジション変更は、債券戦略において、インドネシアのオーバーウェイト幅縮小やハン

ガリーのアンダーウェイト解消などを行いました。通貨戦略においては、中国のアンダーウェイトの構
築やハンガリーをアンダーウェイトからオーバーウェイトに変更するなどしました。

11 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

当
該
投
資
信
託
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

－ 9 －

02_コメント費用明細_9pt_941980.indd   902_コメント費用明細_9pt_941980.indd   9 2022/12/15   17:47:022022/12/15   17:47:02



当該投資信託のベンチマークとの差異

各ファンドは、各マザーファンドでベンチマークを設定し比較しているため、ベンチマーク及び参
考指数は記載しておりません。期を通じて各マザーファンドを組入れておりましたので、以下ではマ
ザーファンドとベンチマークとの差異の要因分析などについてご説明致します。

＜損保ジャパン日本債券マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、NOMURA-BPI総合指数の騰落率（－2.5％）とほぼ同程度となりま

した。
デュレーション・残存期間戦略がプラス寄与した一方、非国債をオーバーウェイトする戦略や個別

銘柄選択がマイナス要因となりました。

＜ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、Russell/Nomura Large Cap Value インデックス（配当を含むトー

タルリターンインデックス）の騰落率（＋7.5％）を0.9％上回りました。要因別では、業種配分効
果はマイナス要因、個別銘柄選択効果はプラス要因となりました。業種配分効果では、繊維製品の
オーバーウェイト、海運業、化学のアンダーウェイトなどがプラス要因、情報・通信業のアンダーウェ
イト、パルプ・紙、鉄鋼のオーバーウェイトなどがマイナス要因となりました。個別銘柄ではキリン
ホールディングス、日揮ホールディングス、東レのオーバーウェイトなどがプラス要因、ソフトバンク
グループのアンダーウェイト、スズケン、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループのオーバーウェイトな
どがマイナス要因となりました。

＜ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、Russell/Nomura Small Cap インデックス（配当を含むトータルリ

ターンインデックス）の騰落率（＋6.6％）を2.4％上回りました。要因別では、業種配分効果、個
別銘柄選択効果ともにプラス要因となりました。業種配分効果では、輸送用機器、精密機器のオー
バーウェイト、食料品のアンダーウェイトなどがプラス要因、銀行業のオーバーウェイト、ゴム製品、
陸運業のアンダーウェイトなどがマイナス要因となりました。個別銘柄ではシチズン時計、青山商事、
クレディセゾンのオーバーウェイトなどがプラス要因、日本テレビホールディングス、森永乳業、ＵＴ
グループのオーバーウェイトなどがマイナス要因となりました。

12ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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＜損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、FTSE世界国債インデックス（除く日本、ヘッジなし・円ベース）の騰

落率（＋4.7％）を0.6％上回りました。
ドルをオーバーウェイトし、ユーロをアンダーウェイトする通貨戦略が主にプラス要因となりました。

＜ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンドとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、MSCIコクサイ インデックス（配当込み）の騰落率（＋8.0％）を

4.0％上回りました。急激な金融引き締めが世界的に進む中、割安な銘柄中心にリスク水準を抑えた
ポートフォリオを継続したことがプラスに作用しました。個別銘柄においては、Novo Nordisk（デン
マーク・ヘルスケア）やMerck（米国・ヘルスケア）のオーバーウェイトなどがプラス要因となった
ものの、Adidas（ドイツ・一般消費財）やAdobe（米国・情報技術）のオーバーウェイトなどがマ
イナス要因となりました。

＜ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マー

ケット・グローバル・ディバーシファイド（除くBB－格未満・ヘッジなし）の騰落率（＋8.7％）を
5.4％上回りました。
債券国別要因では、コロンビアのオーバーウェイトがマイナスに寄与した一方、ハンガリーのアン

ダーウェイトなどがプラスに寄与しました。また、ロシア債が評価額を上回る価格で売却できたことが
プラスに寄与しました。通貨配分要因では、タイのアンダーウェイトがマイナスに寄与した一方、メキ
シコのオーバーウェイトなどがプラスに寄与しました。

13 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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分配金

各ファンドの収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。な
お、収益分配に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本
と同一の運用を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第１期

2022.3.18～2022.11.2

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 610

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

中長期的な観点から、複利効果による資産の成長を目指すために分配を抑えるファンド
です。

14ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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今後の運用方針

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

マザーファンドの受益証券などへの投資を通して、国内株式・国内債券にとどまらず世界各国の株
式および債券に積極的に分散投資を行うことによって、リスクを軽減しつつ信託財産の着実な成長と
安定した収益の確保を目指します。

損保ジャパン日本債券マザーファンド

当社の投資哲学に基づいた運用プロセスを堅持し、独自の投資環境モデルによる相場の方向性分
析を加味して戦略を決定していくことを基本方針とします。今後も、金利戦略、債券種別戦略、個別
銘柄選択を中心とするポートフォリオ構築によって、中長期的に着実な信託財産の成長を目指します。

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド

当社の投資哲学に基づいた運用プロセスを堅持し、独自の株式評価モデルで算出した相対的割安
度に基づき銘柄を選択していくことを基本方針とします。今後も、固有の割安要因に着目した個別銘
柄選択を中心とするポートフォリオ構築によって、中長期的に着実な信託財産の成長を目指します。

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド

当社の投資哲学に基づいた運用プロセスを堅持し、独自の株式評価モデルで算出した相対的割安
度に基づき銘柄を選択していくことを基本方針とします。今後も、固有の割安要因に着目した個別銘
柄選択を中心とするポートフォリオ構築によって、中長期的に着実な信託財産の成長を目指します。

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド

国別配分戦略は、ドルやユーロの通貨戦略とユーロ圏の国別配分戦略を中心に、相場動向に合
わせて、ポジションを機動的に変更し、収益機会を増やす方針とします。
デュレーション戦略は、米国と欧州を中心に相場動向に合わせて、機動的にポジションを変更し、
収益機会を増やす方針とします。

15 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５
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ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド

今後の運用においても、当社の投資哲学に基づいた運用プロセスを堅持し、独自の株式評価モデ
ルで算出した相対的割安度の高い銘柄を中心に、ベンチマークと比較してリスク水準を抑えたポート
フォリオ構築を継続します。

ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド

引き続き、コルチェスターのバリュエーションを重視したポートフォリオを構築することにより、信
託財産の成長を目指して、積極的な運用を行います。

16ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

今
後
の
運
用
方
針

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

－ 14 －

02_コメント費用明細_9pt_941980.indd   1402_コメント費用明細_9pt_941980.indd   14 2022/12/15   17:47:042022/12/15   17:47:04



１万口当たりの費用明細

項目
第１期

2022.3.18～2022.11.2 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 81円 0.783％
（a） 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×期中の日数年間の日数

期中の平均基準価額は10,396円です。

（投信会社） （ 36） （0.347） ファンドの運用の対価

（販売会社） （ 43） （0.416） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （  2） （0.021） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）売買委託手数料 8 0.078
（b） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料期中の平均受益権口数

有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株式） （  3） （0.033）
（投資信託証券） （  5） （0.045）

（c）有価証券取引税 0 0.004
（c） 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税期中の平均受益権口数

有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株式） （  0） （0.004）
（投資信託証券） （  0） （0.000）

（d）その他費用 25 0.238 （d） その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

（保管費用） （ 24） （0.229） 有価証券等の保管等のために、海外の銀行等に支払う費用

（監査費用） （  1） （0.008） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （  0） （0.001） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 114 1.103

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組
入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

4ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

１
万
口
当
た
り
の
費
用
明
細

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

－ 15 －

02_コメント費用明細_9pt_941980.indd   1502_コメント費用明細_9pt_941980.indd   15 2022/12/15   17:47:042022/12/15   17:47:04



（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.62％です。

総経費率
1.62%

当ファンド
1.62%
当ファンド
1.62%

運用管理費用
（投信会社）
0.55%

運用管理費用（販売会社）
0.66%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.38%

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。
注５．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。

5 ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

１
万
口
当
た
り
の
費
用
明
細

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５

－ 16 －

02_コメント費用明細_9pt_941980.indd   1602_コメント費用明細_9pt_941980.indd   16 2022/12/15   17:47:052022/12/15   17:47:05



品 名：03_90045_237064_001_04_ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５_941980.docx 

日 時：2022/12/15 17:48:00 

ページ：17 

 

－ 17 － 

ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５ 

○売買及び取引の状況 (2022年３月18日～2022年11月２日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

アメリカ 口 千アメリカ・ドル 口 千アメリカ・ドル  
 ISHARES CORE MSCI EMERGING 1,347 64 － －  

 
（注１） 金額は受渡代金。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
損保ジャパン日本債券マザーファンド 1,843 2,610 21 30 

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 799 1,430 11 20 
ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 3,640 8,510 74 170 
ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 2,980 8,380 66 180 
ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド 579 770 7 10 
ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド 8,618 16,980 264 530 

 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 金額は受渡代金。 

 

○株式売買比率 (2022年３月18日～2022年11月２日) 

 

項 目 

当 期 

ＳＪＡＭラージキャップ・ 
バリュー・マザーファンド 

ＳＪＡＭスモールキャップ・ 
マザーファンド 

ＳＯＭＰＯ外国株式 
アクティブバリュー 

（リスク抑制型）マザーファンド 
(a) 期中の株式売買金額 33,179,990千円 7,328,640千円 711,070千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 32,388,975千円 12,567,011千円 1,175,088千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.02   0.58   0.60   
 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

（注３） 邦貨換算金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年３月18日～2022年11月２日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。   

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５ 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年３月18日～2022年11月２日) 

設定時残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取引の理由 

万円 万円 万円 万円  
500 － － 500 当初設定時における取得 

 

○組入資産の明細 (2022年11月２日現在) 

 

 

銘 柄 

当 期 末 

口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 千アメリカ・ドル 千円 ％ 

ISHARES CORE MSCI EMERGING 1,347 58 8,566 17.7 

合 計 
口  数 ・ 金  額 1,347 58 8,566  

銘  柄  数 ＜ 比  率 ＞ 1 － ＜17.7％＞  
 
（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２） 比率は純資産総額に対する評価額の比率。 

（注３） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

損保ジャパン日本債券マザーファンド 1,822 2,547 

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 788 1,434 

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 3,566 8,536 

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 2,914 8,506 

ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド 571 807 

ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド 8,354 17,432 
 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 当ファンドは、当期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはありません。 

 

  

外国投資信託証券 

親投資信託残高 
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ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５ 

○投資信託財産の構成 (2022年11月２日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 8,566 17.7 

損保ジャパン日本債券マザーファンド 2,547 5.3 

損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド 1,434 3.0 

ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド 8,536 17.6 

ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド 8,506 17.5 

ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド 807 1.7 

ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド 17,432 35.9 

コール・ローン等、その他 681 1.3 

投資信託財産総額 48,509 100.0 
 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注２） 当期末における外貨建資産（8,566千円）の投資信託財産総額（48,509千円）に対する比率は、17.7％です。 

 損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産（11,196,462千円）の投資信託財産

総額（12,049,369千円）に対する比率は、92.9％です。 

 ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産（1,522,234千円）の投資信託財

産総額（1,636,764千円）に対する比率は、93.0％です。 

 ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産（1,226,021千円）の

投資信託財産総額（1,271,431千円）に対する比率は、96.4％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 なお、当期末における邦貨換算レートは、１オフショア人民元＝20.2078円、１アメリカ・ドル＝147.62円、１カナダ・ドル＝108.38

円、１メキシコ・ペソ＝7.4848円、１ブラジル・レアル＝28.6651円、１チリアンペソ＝0.15633円、１コロンビア・ペソ＝0.029487

円、１ペルー・ソル＝37.0067円、１ユーロ＝145.83円、１イギリス・ポンド＝169.76円、１スイス・フラン＝147.75円、１スウェー

デン・クローナ＝13.40円、１ノルウェー・クローネ＝14.28円、１デンマーク・クローネ＝19.59円、１ハンガリー・フォリント＝

0.358882円、１ポーランド・ズロチ＝31.0128円、１オーストラリア・ドル＝94.33円、１香港・ドル＝18.81円、１シンガポール・ド

ル＝104.36円、１マレーシア・リンギット＝31.1344円、１タイ・バーツ＝3.92円、１インドネシア・ルピア＝0.0095円、１南アフリ

カ・ランド＝8.13円です。 
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ＳＯＭＰＯターゲットイヤー・ファンド２０６５ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年11月２日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 48,509,659   

 コール・ローン等 677,659   

 投資信託受益証券(評価額) 8,566,205   

 損保ジャパン日本債券マザーファンド(評価額) 2,547,828   

 損保ジャパン外国債券（為替ヘッジなし）マザーファンド(評価額) 1,434,814   

 ＳＪＡＭラージキャップ・バリュー・マザーファンド(評価額) 8,536,489   

 ＳＪＡＭスモールキャップ・マザーファンド(評価額) 8,506,263   

 ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファンド(評価額) 807,964   

 ＳＯＭＰＯ外国株式アクティブバリュー（リスク抑制型）マザーファンド(評価額) 17,432,437   

(B) 負債 59,003   

 未払信託報酬 58,304   

 未払利息 2   

 その他未払費用 697   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 48,450,656   

 元本 45,663,277   

 次期繰越損益金 2,787,379   

(D) 受益権総口数 45,663,277口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,610円 
 

（注１） 信託財産に係る期首元本額5,000,000円、期中追加設定元本

額42,919,958円、期中一部解約元本額2,256,681円 

（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 1.0610円 
 
 
 
 

○損益の状況 (2022年３月18日～2022年11月２日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 17,067   

 受取配当金 24,006   

 支払利息 △    6,939   

(B) 有価証券売買損益 1,180,249   

 売買益 2,244,632   

 売買損 △1,064,383   

(C) 信託報酬等 △  183,724   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,013,592   

(E) 追加信託差損益金 1,773,787   

 (配当等相当額) (     58,712)  

 (売買損益相当額) (  1,715,075)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 2,787,379   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 2,787,379   

 追加信託差損益金 1,773,787   

 (配当等相当額) (    133,455)  

 (売買損益相当額) (  1,640,332)  

 分配準備積立金 1,013,592   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注４） ＳＮＡＭ コルチェスター・エマージング債券マザーファン

ドの信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を

委託するために要する費用として、信託財産に属する同親投

資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の49の率

を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
 

（注５）分配金の計算過程（2022年３月18日～2022年11月２日）は以下の通りです。 

項 目 
2022年３月18日～ 
2022年11月２日 

a. 配当等収益(費用控除後) 303,833円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 709,759円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 1,773,787円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 0円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,787,379円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 610円 

g. 分配金 0円 
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